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線路跡沿いの清掃をする様子

雑草を取る子どもたち

活動前の集合写真

石原良純氏

重岡良典教育長

　
10
月
10
日
、
和
木
町
文
化
会
館
に
お
い
て

「
良
純
流 

人
生
の
楽
し
み
方
」
と
題
し
て
、

俳
優
・
気
象
予
報
士
の
石
原
良
純
氏
の
講

演
会
が
開
催
さ
れ
、
約
４
０
０
人
が
訪
れ
ま

し
た
。

　
講
演
で
は
、
自
身
の
経
験
を
多
く
語
ら
れ
、

気
象
予
報
士
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
キ
ッ
カ
ケ
は

一
冊
の
本
と
の
出
会
い
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、

番
組
の
企
画
で
今
ま
で
縁
の
な
か
っ
た
ウ
ク
レ

レ
（
音
楽
や
楽
器
）
を
学
ぶ
経
験
が
で
き
た

な
ど
、
新
し
い
出
会
い
や
経
験
に
よ
っ
て
人
生

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
し

た
。
気
象
予
報
士
と
し
て
の
空
の
話
も
興
味

深
く
、
生
涯
学
習
に
つ
な
が
る
講
演
会
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
会
は
和
木
町
全
体
を
大
き
な

学
び
の
場
と
考
え
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
い
き

い
き
と
活
力
あ
る
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

生
涯
学
習
を
推
進
し
て
い
く
、
町
ぐ
る
み

「
和
木
学
園
」
構
想
の一
環
と
し
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
講
演
会
に
先
立
ち
重
岡
良
典

教
育
長
が
町
ぐ
る
み
「
和
木
学
園
」
構
想

に
つ
い
て
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
紹
介

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
後
、
町
ぐ
る
み
「
和
木
学
園
」

構
想
で
行
う
講
座
な
ど
に
つ
い
て
町
民
の
皆

さ
ん
と
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
、
11
月
11

日
㈮
16
時
30
分
か
ら
和
木
町
文
化
会
館
に

て
実
施
す
る
予
定
で
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

申
・
問
　
教
育
委
員
会

（
☎
53
–
3
1
2
3 

　
53
–
6
7
7
6
）

　
10
月
15
日
、Ｊ
Ｘ
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
麻
里

布
製
油
所
（
孫
正
利
所
長
）
の
社
員
と
家
族
の

皆
さ
ん
な
ど
約
90
名
が
参
加
し
、
和
木
町
里
山

研
究
会
（
明
本
收
二
会
長
）、
県
・
町
職
員
と

協
力
し
て
森
林
保
全
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
里
山
研
究
会
会
員
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
内

の
雑
木
の
刈
取
り
や
ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ
の
枝
打
ち

を
実
施
し
ま
し
た
。
作
業
後
は
、
そ
れ
ま
で

う
っ
そ
う
と
し
て
い
た
森
が
見
違
え
る
ほ
ど
光

の
射
す
見
通
し
の
良
い
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
で
10
回
目
と
な
る
こ
の
活
動
は
、
平

成
23
年
12
月
か
ら
開
始
し
た
も
の
で
、
町
民

と
企
業
、
行
政
が
協
働
で
森
林
整
備
や
環
境

保
全
を
行
う
た
め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
16
日
、
町
内
全
域
で
「
町
内
一
斉
清

掃
」
が
行
わ
れ
、
朝
早
く
か
ら
多
く
の
住
民

が
地
域
の
環
境
美
化
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
町
内
の
公
園
や
広
場
、
集
会
所
、
街
路
、

水
路
な
ど
の
雑
草
や
ご
み
、
泥
な
ど
36
ト
ン

ト
ラ
ッ
ク
4
台
分
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
後
も
町
の
環
境
美
化
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

町
ぐ
る
み
「
和
木
学
園
」
石
原
良
純
氏
講
演
会

 

〜
良
純
流 

人
生
の
楽
し
み
方
〜

ま
ち
の
話
題

和
木
町
協
働
の
森
づ
く
り
事
業
開
催
　

〜
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
わ
き
愛
あ
い
の
森
活
動
〜

ま
ち
の
話
題

町
内
一
斉
清
掃

℻
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小・中・ＯＢ会による合唱・合奏

開始式の様子

小学校運動会

幼稚園運動会

保育所運動会

　
9
月
25
日
、
小
学
校
運
動
会
が
、

10
月
2
日
、
幼
稚
園
運
動
会
が
、
10

月
18
日
、
保
育
所
運
動
会
が
そ
れ
ぞ

れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
学
校
の
運
動
会
は
当
日
雨
模
様

の
た
め
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
順
番
の
変
更

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、「
助
け
合
い

　
な
か
ま
を
信
じ
　
め
ざ
せ
優
勝
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
児
童
た
ち
は
楽
し

そ
う
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
駆
け
抜
け
ま

し
た
。

　
徒
競
走
、
騎
馬
戦
、
組
体
操
、
選

手
リ
レ
ー
な
ど
様
々
な
種
目
が
行
わ
れ
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
は
赤
組
の
勝
利
で
幕
を
閉
じ
、

互
い
の
健
闘
を
称
え
ま
し
た
。

　
幼
稚
園
運
動
会
は
、
雨
天
に
よ
り
一日
順
延
し
て

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
力
強
い
和
太
鼓
演
奏
や

か
け
っ
こ
、
お
遊
戯
、
リ
レ
ー
な
ど
、一生
懸
命
練
習

し
た
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

　
最
後
は
親
子
体
操
の
「
さ
く
ら
ん
ぼ
の
マ
ン
ボ
」
で
、

大
好
き
な
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
と
楽
し
く
体
を
動

か
し
ま
し
た
。

　
保
育
所
運
動
会
で
は
、
ダ
ン
ス
や
障
害
物
競
走
、

か
け
っ
こ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
楽
し
そ
う
に
走
る
可

愛
ら
し
い
子
ど
も
た
ち
に
、
運
動
会
を
見
に
来
た
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
か
ら
、「
が
ん
ば
れ
ー
！
」
と

声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

小
・
幼
・
保 

運
動
会
開
催
！

　
９
月
２８
日
、議
会
棟
１
階
ロ
ビ
ー
で
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
開
始
式
を
実
施
し
、
岩
国
警
察
署
、
岩
国
交

通
安
全
協
会
和
木
分
会
、
自
治
連
合
会
、
婦
人
会
、
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
町
内
企
業
の
方
々
、
幼
稚
園
年
中
児

な
ど
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
開
始
式
の
中
で
、
本
キ
ャ
ンペ
ー
ン
の
た
め
に
幼
稚
園
児

が
練
習
し
た
、「
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
、
お
願
い
し
ま
す
。」

の
元
気
な
呼
び
か
け
と
、
可
愛
ら
し
い
敬
礼
を
披
露
し

ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
雨
で
、
開
始
式
以
降
の
ド
ラ
イ
バ
ー
への
呼

び
か
け
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
一同
、
交
通

安
全
への
思
い
を
ひ
と
つ
に
し
た
式
と
な
り
ま
し
た
。

　
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
は
、
重
大
事
故
の
防
止
に
効
果
が
あ

り
ま
す
。
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
、
安
全
運
転
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
ち
の
話
題

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
10
月
2
日
、
文
化
会
館
で
和
木
中
学
校
吹
奏
楽
部
O
B

会
が
主
催
す
る
「
ふ
れ
愛
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
、
華
や
か
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
和
木
小
吹
奏
楽
部
、
和
木
中
吹
奏
楽
部
、
O
B
会
の
楽

し
く
明
る
く
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
と
れ
た
演
奏
に
会
場
は
大
き

く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
最
後
は
小
学
生
・
中
学
生
・
O
B
会
に
よ
り
「
ビ
リ
ー
ブ
」

の
合
唱
・
合
奏
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

ふ
れ
愛
コ
ン
サ
ー
ト
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西口孝一さん

齋木ミツ子さん 米元正義さん

体力測定の様子

ジャム作りいちじく狩り

栗ひろいマロンパフェ作り

　
10
月
2
日
に
西
口
孝
一さ
ん
が
、
満
1
0
0
歳
の
誕
生
日
を
、
10
月
10
日
に
米
元
正
義
さ
ん
が
、

10
月
15
日
に
山
田
悦
子
さ
ん
が
、
10
月
18
日
に
齋
木

ミ
ツ
子
さ
ん
が
満
90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
長
寿
の

お
祝
い
と
し
て
、表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

※
今
回
、
山
田
悦
子
さ
ん
は
お
名
前
の
み
の
掲
載
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　10 月 8 日、いちじく狩りが蜂ヶ峯総合公園で
行われ、6組 16 人の親子が体験に訪れました。
　いちじく狩りを終えた後、保健相談センターに
移動し、収穫したいちじくでジャム作りを開始。
子どもたちは自分たちで採ってきて作ったジャム
を食べ、「美味しかった」と喜んでいました。

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰

　
10
月
10
日
、
体
育
セ
ン
タ
ー
を
会
場
及
び
ス
タ
ー
ト

地
点
と
し
て
「
わ
き
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
を
目

的
地
と
し
て
体
育
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
ま
し
た
。
到

着
後
、
お
弁
当
を
食
べ
、
公
園
内
の
施
設
で
楽
し
み

ま
し
た
。

　
ま
た
、
体
育
セ
ン
タ
ー
で
は
体
力
測
定
が
行
わ
れ
、

自
分
の
体
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
に
は

２
年
連
続
で
の
参
加
者
も
お
り
、「
来
年
も
参
加
し

た
い
の
で
、
体
力
の
維
持
に
努
め
た
い
。」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

わ
き
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

地域振興協会　体験行事

いちじく狩り ＆ ジャム作り体験いちじく狩り ＆ ジャム作り体験

　10 月 16日、栗ひろいが蜂ヶ峯総合公園で行
われ、12 組 24 人の親子が体験に訪れました。
子どもたちはイガに注意しながら、大きな栗を楽
しそうに拾いました。
　栗ひろい後、はっちの家に移動し、マロンパフェ
作りを行い、最後はみんなで試食をしました。
体験をした親子は、「すごく楽しかった」と満足
していました。

栗ひろい ＆ マロンパフェ作り体験栗ひろい ＆ マロンパフェ作り体験
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期
間
　
11
月
11
日
㈮
〜
11
月
17
日
㈭

税
の
無
料
相
談

 

日
時
　
11
月
11
日
㈮

 

　
　
　
10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

 

場
所
　
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国
店
２
階

 

　
　
　
特
設
会
場

 

相
談
員
　
中
国
税
理
士
会
岩
国
支
部
会
員

租
税
に
関
す
る
習
字
・
作
文
・
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展

 

日
時
　
11
月
11
日
㈮
〜
11
月
17
日
㈭

 

場
所
　
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国
店
２
階

 

　
　
　
特
設
会
場

献
血
（
岩
国
法
人
会
主
催
）

 

日
時
　
11
月
16
日
㈬
　
10
時
〜
15
時
30
分

 

場
所
　
岩
国
税
務
署
駐
車
場

　
説
明
会
で
は
、「
年
末
調
整
の
し
か
た
」
及

び
「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の
法
定
調

書
の
作
成
と
提
出
の
手
引
」
な
ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
用
い
て
説
明
し
ま
す
。
説
明
会
開
催
前

に
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

 

日
時
・
場
所

①
11
月
22
日
㈫
　
14
時
〜
16
時
　

岩
国
市
周
東
町
文
化
会
館
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

②
11
月
25
日
㈮
　
14
時
〜
16
時
　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

※
今
年
は
、
岩
国
市
民
会
館
か
ら
シ
ン
フ
ォ
ニ

ア
岩
国
へ
会
場
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
は
駐
車
場
の
台
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
。
車
で
来
場
の
方
は
有
料

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

問
　
岩
国
税
務
署
（
☎
22
–
0
1
1
1
）

 

申
請
書
配
布
　
12
月
1
日
㈭

 

受
付
期
間
　
平
成
29
年
1
月
5
日
㈭
〜
平
成
29
年
1
月
27
日
㈮

 

受
付
及
び
申
請
書
配
布
場
所
　

　
新
規
入
所
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
受
付
致
し
ま
す
。

 

入
所
資
格
　
児
童
の
父
母
、
同
居
の
親
族
及
び
児
童
の
養
育
を
さ
れ
て
い
る
人

が
、
就
業
、
病
気
な
ど
の
理
由
で
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
。

 

必
要
な
も
の

・「
支
給
認
定
申
請
書
・
現
況
届
」「
保
育
所
等
利
用
申
込
書
」「
支
給

認
定
理
由
申
立
書
」
な
ど

・
保
育
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
雇
用
証
明
等
）

・
平
成
２８
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
平
成
２８
年
度
住
民
税
課
税

（
非
課
税
）
証
明
書
　
※
他
の
手
続
き
で
提
出
済
み
の
方
は
不
要

 

入
所
決
定
　
３
月
上
旬
（
予
定
）

※
年
齢
別
の
定
員
を
超
え
る
入
所
希
望
が
あ
っ
た
場
合
は
、
入
所
選
考
で

決
定
し
ま
す
。
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
期
限
内
に
入
所
申
込
書
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、
入
所
が
困
難
に
な
り

ま
す
。
必
ず
期
限
内
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
保
育
所
は
平
成
２６
年
４
月
２
日
以
降
に
出
生
し
た
乳
幼
児
が
対
象
で
す
。

３
歳
以
上
の
お
子
さ
ま
は
幼
稚
園
で
教
育
・
保
育
を
実
施
し
ま
す
。

 

問
　
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
５２
–
２
１
９
４
）

税
を
考
え
る
週
間

く
ら
し
を
支
え
る
税

年
末
調
整
説
明
会

新
年
度
新
規
保
育
所
入
所
児
募
集

11 月は労働保険
適用促進強化期間
　事業主の皆さま、労働保険（労
災保険・雇用保険）の加入手
続きはお済ですか？
　労災保険は、労働者が病気
や通勤時の負傷、あるいは不幸
にも死亡された場合に、被災労
働者や遺族を保護するため必要
な保険給付を行うものです。
　雇用保険は、労働者が失業し
た場合及び労働者について雇用
の継続が困難となる事由が生じ
た場合に、労働者の生活及び
雇用の安定を図るとともに、再就
職を促進するため必要な給付を
行うものです。
 問
ハローワーク岩国（☎２１-３２８１）
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11月の行事
（わくわくタイム）
11月17日　お話会

11月の行事（うきうきタイム）
11月  ４日（金）発育測定（来所順）
　   ２２日（火）作ってあそぼ
　　　　　　　　(工作は25年度生対象)
　   ２９日（火）誕生日会

赤ちゃんから、幼稚園に
あがるまでのお子さん
あつまれ！！

すっくちゃん

毎回、約２０組の
参加があります。
交流もできます。

子育てサロン「たんぽぽ」

わくわくルーム

すくすく計測相談会

地域子育て支援センターからのお知らせ

うきうき広場
　親子がふれあい、楽しむ場です。
お待ちしています。
 日時　毎週火・金曜日（祝日・盆・年末年始除く）
　　　 ９時３０分～１２時
　　　 ※１１月１日（火）、１１日（金）はお休みです。
　　　 うきうきタイム（保育士による手遊びなど）１１時頃～
　　　 所庭での外遊び  １１時３０分頃～
 対象　乳幼児（幼稚園に入園まで）とその保護者
 場所・問　地域子育て支援センター（保育所２階）
　　　　　 （☎53-5551）

　保健相談センターの講堂を親子ふれあいの場として開
放しています。
 日時　毎週木曜日　９時～１６時
　　　 わくわくタイム　１１時頃から
　　　 （わくわくタイムを実施しない日もあります）
　　　 　　１１月３日 ( 木 )・２４日（木）・１２月１日（木）
　　　　　 はお休みです。
 場所・問　保健相談センター（☎52-7290）

　小さい赤ちゃんでも安心です。お気軽にご利用下さい。
 日時　１１月１７日（木）１３時３０分～１５時 受付
 対象　新生児・乳児・幼児　 ※事前申込み不要
 内容　身長・体重測定、その他相談
 場所・問　保健相談センター（☎52-7290）

 日時　１１月１５日（火）１０時～１１時３０分
 対象　乳幼児（幼稚園に入園前まで）
 内容　室内での遊び・茶話会
 場所　和木２丁目第３集会所（山の手集会所）
 参加費　１家族１００円
 問　社会福祉協議会
　　 （☎52-8644）

子育て支援センター企画
親子でリトミック

　リズムに合わせて体を動かすリトミック♪
親子で五感を使ってリトミックを楽しみましょう！
 日時　１１月１１日（金）１０～１１時
 対象　乳幼児（幼稚園に入園まで）とその保護者
 場所　保健相談センター　講堂
 内容　親子リトミック
 申込み　１１月７日（月）までにご連絡下さい。
　　 　　保育所（☎53-5551）または
　　 　　保健相談センター（☎52-7290）

平成２９年度
和木幼稚園入園のご案内
　入園説明会、新入園児健康診断を開催します。入園希
望の方はご出席下さい。
 対象児　新年少児（平成 25 年 4 月 2 日～平成 26 年
　　　　 4 月 1 日生）・新年中児･新年長児で入園希望の方
 場　所　幼稚園 ※園庭側の入り口からお入り下さい。
【入園説明会】
 日　時　１１月１８日（金）　９時３０分～
 内　容　入園に関する説明、願書及び健康診断票の配布
 持参物　筆記用具・印鑑・スリッパ
【新入園児健康診断】
 日　時　平成２９年２月１４日（火）　
　　　　 １３時～１３時２５分受付
 内　容　身体計測・内科検診・
　　　　 歯科検診・面接
 持参物　記入した健康診断票・靴を入れるビニール袋・スリッパ
 問　幼稚園 （☎52-2707）

！
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11月 魚のたっぷりハチミツ黒酢あん

子育て中の方、
働き盛りの方、主婦、
退職後の方どなたでも
大歓迎です！

問合せ
申込先

保健相談
センター

（☎52-7290）

か
ら
だ

応
援
ペ
ー
ジ

　健康のためにできること、、、まずは、自分のからだを
知ることです！
 日時　１１月１４日（月）
　　　 １０時～１５時
 対象　一般の方　　
 内容　体組成測定　
　　　 ※予約不要
 場・申　保健相談センター
　　　　 （☎52-7290）

　「新しいことにチャレンジしたい」「体を動かしたい」「生活
習慣を見直したい」…  そんな気持ちを応援する教室です。

自分のからだ測定会
～ 健康と体力 向上事業 ～ 　献血は、患者さんの命を守る愛の活動です。多くの

皆様のご協力をお待ちしています。
 日時　１１月２８日（月）　１０時～１２時
　　　　　　　　　　  １３時～１５時３０分
 場所　保健相談センター　　
 問　保健相談センター
　　 （☎52-7290）
※400ｍｌ献血のみの受付と
　なっています。

知って、変わろう！知って、変わろう！

一人分エネルギー　２２８キロカロリー
黒酢にハチミツが入り、まろやかな味になり食べやすいです。
（和木町食生活改善推進協議会 3班）

献血バスがやってきます

元気アップ教室

　初心者の方でも安心です。気持ちよくからだを整えましょう。
 日時　 １１月１１日（金）　１３時３０分～１５時
 準備　動きやすい服装・室内シューズ・タオル・飲み物
 申込期限　１１月９日（水） （定員１５名）

  場・申　保健相談センター（☎52-7290）

運動編～ヨガ～

　香りを楽しむ教室です。心も体もリラックス☆
 日時　 １２月５日（月）　１０時～１１時３０分
 内容　 オイルマッサージ（足裏マッサージ）
 準備　実習費５００円、バスタオル、フェイスタオル、ズボン着用でご
参加ください。（ストッキング不可）
 申込期限　11月28日（月） （定員１５名）

心とからだ編～アロマテラピー～

　体幹を鍛える運動です。整ったからだを目指します。
 日時　 １２月９日（金）　１３時３０分～１５時
 準備　動きやすい服装・室内シューズ・タオル・飲み物
 申込期限　１２月７日（水） （定員１５名）

運動編～ピラティス～

●作り方
①下準備　鯵または鱈…鯵は３枚におろす。鱈は一口大に切る。
　　　　　玉ねぎ・ピーマン・にんじん…せん切り。
　　　　　ⓐ…合わせておく。
②フライパンで焼く　①の魚に片栗粉をまぶす。テフロン加工のフライパンに油をしき、魚
を両面焼く。焼けたら皿に取り出し、そのフライパンで玉ねぎ、ピーマン、にんじんを炒める。
野菜に火が通ったら、魚をフライパンに戻し、ⓐの調味料といりごまを加える。

（材料４人分）
鯵又は鱈
塩
こしょう
片栗粉
油
たまねぎ
ピーマン
にんじん
　   黒酢

ⓐ   酒
　   しょうゆ
　   はちみつ
いりごま（白）

｛

・・・・・・・・・・ ２８０ｇ
・・・・・・・・・・・・・・ 小さじ1/2

・・・・・・・・・・・・・・・ 少々
・・・・・・・・ 大さじ２強

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 大さじ１
・・・・・・・・・・・・ １２０ｇ
・・・・・・・・・・・・・ ８０ｇ
・・・・・・・・・・・・・・ ６０ｇ

・・・・・・・・ 小さじ４
・・・・・・・・・・・ 大さじ１

・・・・・ 大さじ１
大さじ１＋1/2

・・・・・ 小さじ１
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【
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秀
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中
３  

日
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恵
麻
さ
ん

【
優

　秀
】 

中
３  

高
原 

渚
さ
ん

やまぐち地域連携教育の集い（岩国地域）
○和木中学校
　１１月１２日（土）　９時～１２時
　和木町議会議場にて「中学生議会」を行い
ます。多くの皆さまに傍聴いただければと思
います。
○和木小学校
　１１月１９日（土）　９時～１１時
　和木小学校屋内運動場（体育館）にて「豊か
な心を育む学習発表会」を行います。各学年・
吹奏楽・四境太鼓による発表が行われます。
多くの皆さまのご来校をお待ちしております。

　１０月７日、和木町文化会館において山口県
教育委員会主催による「やまぐち地域連携教
育の集い（岩国地域）」が開かれ、山口県下より
１８６人が参加しました。（和木町からは３２人が
参加）
　岩国地域の事例発表及びまちと学校のみら
い代表の竹原和泉氏による講演が行われまし
た。和木町教育委員会からは、和木町コミュニ
ティ・スクール委員会、町全体で生涯学習に取り
組む、町ぐるみ「和木学園」構想についての事
例発表を行いました。

和木学園だより

第２回社会教育委員会議｢あいさつ運動｣応募作品審査

　９月２９日、第２回社会教育委員会議（田尾勲議長）が開催され、
町内各社会教育施設の利用状況や事業活動等の報告がされました。
　また、明るく元気なまちづくりをめざして募集した「あいさつ運動」
応募作品の審査が行われました。応募総数は標語２６８作品（小学
生９３、中学生・一般１７５）、ポスター１１作品（小学生８、中学生３）
でした。
　審査結果は次のとおりです。

【最優秀】
　・あいさつで　えがおあふれる　わきのまち （小１  大野 友誠さん）
【優　秀】
　・あいさつで　広がる和木の和　心の和 （小５  中川 瑞希さん）
【入　選】
　・あいさつは　明るい和木の　合い言葉 （小３  楯田 彩乃さん）
　・和木町の　心をつなごう　あいさつで （小６  西永 咲貴さん）

【最優秀】
　・あいさつで　笑顔の花咲く　和木の町 （中２  永井 柚衣さん）
【優　秀】
　・あいさつは　心の絆　広がる和  （一般  佐々木 千秋さん）
【入　選】
　・あいさつで　笑顔あふれる　まちづくり （中２  粟田 翔斗さん）
　・あいさつで　地域のつながり　広げよう （中３  日高 恵麻さん）

標語作品 小学生の部

標語作品 中学生・一般の部

ポスター作品 小学生の部

ポスター作品 中学生の部
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11月の休館日 　利用者カードを持って図書館へお越し
ください。

＜ＣＤ＞
☆ｆａｎｔｏｍｅ/ 宇多田ヒカル
☆ＥＸＴＲＥＭＥ ＢＥＳＴ/ＥＸＩＬＥ
☆縁 /ＧＲｅｅｅｅＮ
☆御乱心～オールタイム・ワースト～ /さだまさし
☆Ｇｏｏｄ-ｂｙｅ/Ｓｕｐｅｒｆｌｙ
☆Ｓｉｘｔｈ Ｓｅｎｓｅ/ ナオト・インティライミ
☆ＢＥＧＩＮシングル大全集２５周年記念盤 /ＢＥＧＩＮ
☆ＴＨＩＳ ＩＳ Ｆｌｏｗｅｒ ＴＨＩＳ ＩＳ ＢＥＳＴ/Ｆｌｏｗｅｒ
☆森山直太朗大傑作撰 / 森山直太朗
☆クライマックス７０’s ルビー

＜一般書＞
『悪玉』　　　　　　　　　　　　　　　鳴海章 著
『校閲ガール　トルネード』　　　　　　宮木あや子 著
『紙の城』　　　　　　　　　　　　　本城雅人 著
『ぐるぐる問答』                 　　　　森見登美彦 著
『賤ヶ岳の鬼』　　　　　　　　　　　吉川永青 著
『慈雨』　　　　　　　　　　　　　　柚月裕子 著
『壁の男』　　　　　　　　　　 　　   貫井徳郎 著

　2016 年度の「図書館まつり」を 11 月 26 日（土）に開催します。
　読書感想画コンクール入賞者表彰、おはなし会、映画上映会、古本バザー
を催します。
　詳しくは図書館カウンターにて配布のちらしをご覧ください。
※ご自宅に不要の図書があればご寄贈ください。（百科事典類、全集、雑

誌は除きます。）

『恋のゴンドラ』 　　　　　　　　　　  東野圭吾 著
『潮騒のアニマ 法医昆虫学捜査官』　　川瀬七緒 著
『みやこさわぎ お蔦さんの神楽坂日記３』西條奈加 著

＜児童書・絵本＞
『ほげちゃんとこいぬのペロ』　　　やぎたみこ 作・絵
『かまくらレストラン』　　　　　　　真珠まりこ 作・絵
『はじめてのオーケストラ』　佐渡裕 作、はたこうしろう 絵
『たべもののおはなし　オムライス　オムライスのたまご』
　　　　　　　　　　　　森絵都 作、陣崎草子 絵
『たべもののおはなし　おむすび　うめちゃんとたらこちゃん』

もとしたいづみ 作、田中六大 絵
『ライバル・オン・アイス１』　吉野万理子作、げみ絵
『ぐるぐるの図書室』　　　　　　　まはら三桃ほか著
『ホイッパーウィル川の伝説』　　　　　　　　　　　
キャシー・アッペルト 作、アリスン・マギー 絵、吉井知代子 訳
『大坂城　絵で見る日本の城づくり』

青山邦彦 作、北川央 監修
『ふたりはバレリーナ』

バーバラ・マクリントック 作・絵、福本友美子訳

1 2 3 4 5
日 月 火 水 木 金 土

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

問合せ▼
TEL 54-0222　　FAX 54-0278

ホームページアドレス▼
http://www.waki-toshokan.jp/index.html

開館時間 平日▼９時３０分～１８時１５分（貸し出しは１８時まで）
土日▼９時３０分～１７時（貸し出しは１６時４５分まで）

■に白字は図書館休館日

☆図書館まつりのお知らせ☆

日　時▼
11月26日(土)
おはなし会サークル「ゆびとま」

場　所▼
総合コミュニティセンター
３階集会室

問合せ▼
図書館(☎54-0222)

スペシャル
おはなし会のおしらせ
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27年度

　町の財政状況を町民の皆さまに理解していただくため、平成２８年９月定例議会で認定された平成２７年度の
決算状況（一般会計）についてお知らせします。

●収入グラフから分かるように、和木町の最大の収入源は町税となっています。平成２７年度は、固定資産税減少の影響が大
きく前年度から2.1％の減収となりました。一方、地方交付税は増額となりました。今後も税収の回復を楽観視することはで
きず、依然として地方交付税や国・県からの補助金などに頼った財政運営が予想されます。
●支出グラフは、町の支出を「性質別」に表したものです。
　物件費には各種委託料や臨時雇用賃金が、補助費等には各団体等への負担金や補助金が含まれています。
　投資的経費には、災害復旧事業費やコミュニティセンター再生エネルギーシステム設置工事など大規模な建設事業に使われ
た経費が含まれています。
　なお、義務的経費とは、人件費、公債費（借金の返済）、扶助費（児童手当や福祉医療費等）といった、支出が義務付けら
れ任意に削減できない経費のことをいいます。

●上のグラフから分かるように、町税収は平成１７年度をピークに年々減少してきました。平成２７年度は、固定資産税が対
前年度で約６，０００万円の減額となったことが影響し、町税全体でも減収になりました。昨今の経済情勢からも先行きは
不透明で、引き続き予断を許さない状況です。

平成 27年度決算　～一般会計～

収入 総額  4，729，099千円 支出 総額  4，539，007千円　

自主財源
58.3％

義務的経費
30.1％

依存財源
41.7％

収入 支出

（単位：千円） （単位：千円）

諸収入等
866,457
18.3%

繰越金
213,402
4.5%

繰入金
77,350
1.7%

使用料及び手数料
151,314
3.2%

国・県支出金
851,280
18.0%

地方債
327,500
6.9%

地方交付税
610,565
12.9%

地方譲与税等
185,369
3.9%

人件費
621,909
13.7%

公債費
382,515
8.4%

投資的経費
769,174
16.9%

扶助費
362,250
8.0%

物件費
845,418
18.6%

補助費等
362,777
8.0%

繰出金
311,346
6.9%

その他
883,618
19.5%

町税
1,445,862
30.6%
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0.3
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0.3
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40.8
44.8

5.7
0.1

46.4

6.2
0.1

46.1

27年度

5.9
0.2

46.1

町の貯金の推移

町の借金の推移

その他特定目的基金
減債基金
財政調整基金

簡易水道会計

公共下水道会計

一般会計

●上のグラフから、財政調整基金は、平成１７年度の７億５０００万円を底に、平成２５年度の１３億４０００万円まで
増加しています。
　平成２５年度においては、基準財政需要額の大幅な伸びに伴う普通交付税の増額や、平成２４年度からの繰越金を基
に、約２億２６００万円の積立てを行いました。しかし、平成２６年度は、８月６日に発生した岩国和木豪雨災害の復
旧事業等のため、約１億８０００万円の取り崩しを行ったことなどにより減少しました。
　平成２７年度には、前年度からの繰越金を元にした積み立てが、取り崩し額を上回ったことにより、年度末の残高は１
２億６１９４万円となっています。

●借金残高は、平成１０年度の約５４億８０００万円をピークに年々減少を続け、平成１８年度末には約４１億円まで減
少していました。しかし、それ以降のＪＲ和木駅整備事業、和木中学校整備事業、町営緑ヶ丘住宅建設事業、和木小学
校整備事業により、平成２７年度末現在では約５２億１１００万円となりました。
　今後も、和木こども園整備事業、町営緑ヶ丘住宅第２棟整備事業や簡易水道施設及び公共下水道施設の更新等に多額の
費用がかかることが予想されますが、各種補助金等を有効活用し、なるべく借金に頼らない財政運営を行う必要があり
ます。
　なお、平成２７年度末における一般会計の借金残高約４６億円のうち、約２３億円を臨時財政対策債が占めており、こ
の借金の元利償還金については、毎年の普通交付税で担保されています。

※財政調整基金とは
　町税の減収や予期しない災
害の発生等による支出の増
加に対応するための基金

※その他目的基金
　・福祉基金
　・健やか安心基金
　・地域振興事業助成基金

など

※臨時財政対策債とは
　国から地方自治体に交付す
る地方交付税の原資が足り
ないため、不足分の一部を
臨時財政対策債として地方
自治体が借り入れる借金。

※町の貯金は基金とよばれています。

※町の借金は地方債とよばれ、借金の返済額は公債費とよばれています。
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～ 年末調整・確定申告まで大切に保管を！ ～
　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告に
おいて全額が社会保険料控除の対象となります。
　この社会保険料控除を受けるためには、支払ったこと
を証明する書類の添付が必要になります。
 対象　平成 28 年 1月1日～ 12月31日までに納めた保険料
 送付時期
①平成 28 年 1 月 1日～ 9 月 30日までの間に、国民年
金保険料を納付された方…11月上旬に送付予定。
②平成 28 年 10月1日～ 12月31日までの間に今年初めて国民
年金保険料を納付された方…平成29年 2月上旬に送付予定。
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、
納付されたご本人の社会保険料控除の申告に加えること
ができますので、ご家族宛に送られた控除証明書を添付
のうえ申告してください。
岩国年金事務所では、予約制による年金相談を実施しています！

 問　岩国年金事務所（☎24－2222）保健福祉課（☎52-2195）

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
が発行されます！

国保被保険者の方へ

平成２８年度臨時福祉給付金
　臨時福祉給付金は、平成 26 年 4月の消費税率
引上げによる影響を緩和するため、所得の少ない
方に対し、制度的な対応を行うまでの間の、暫定
的・臨時的な措置として実施します。
 支給対象者　平成２８年１月１日時点で和木町に
住民登録があり、平成２８年度の町民税（均等割）
が課税されていない方。ただし市町村民税課税者
の扶養親族や生活保護受給者などを除く。
 給付額　支給対象者１人につき　３千円
 申請期限　１２月５日（月）
　対象と思われる方には、９月上旬に申請書を送付
しています。
障害・遺族年金受給者向け給付金（年金生活者
等支援臨時福祉給付金）
　障害・遺族年金受給者向け給付金は、賃金引
上げの恩恵が及びにくい所得の少ない年金受給者
の方を支援するために実施します。
 支給対象者　平成２８年度臨時福祉給付金対象者
のうち、平成２８年５月分の障害基礎年金・遺族基
礎年金を受給している方。ただし、高齢者向け給付
金（平成２８年５～８月に支給済）の受給者は除く。
 給付額　支給対象者１人につき　３万円
 申請期限　１２月５日（月）
　対象と思われる方には、９月上旬に申請書を送付
しています。
 問　保健福祉課　（☎５２－2195）

臨時福祉給付金及び年金生活者等
支援臨時福祉給付金について

具体的な実施内容項　目

予約相談を実施する日時

予約の対象とする相談内容

事前受付の期日

予約の申し込みについて

8時30分～16時（月～金曜日）

年金相談全般

予約相談希望日の１ヶ月前から前日まで

ねんきんダイヤル（☎0570-05-1165）
岩国年金事務所（☎24－2222）

※予約の申し込みの際は、基礎年金番号の分かる年金手帳や
年金証書をご準備ください。また、事前準備のため、相談内容
及び来訪される方（本人・代理人）等の確認があります。

入院される場合は、ご連絡ください
　国民健康保険被保険者が医療機関に入院される場合、交付する
認定証は次のとおりです。
 ７０歳未満の方 
課税世帯　　限度額適用認定証
非課税世帯　限度額適用・標準負担額減額認定証
 ７０歳以上の方 
課税世帯　　必要ありません。（高齢受給者証のみ）
非課税世帯　限度額適用・標準負担額減額認定証
・認定証を提示することで、医療費は高額療養費の適用区分に応じ
た自己負担限度額までの支払いですみます。

・住民税非課税世帯の方は、食事代（食事療養費）も軽減されます。
・申請が必要ですので、医療機関に入院される場合は、必ず保健
福祉課へご連絡ください。

・国民健康保険料の滞納がある世帯の方へは、お渡しできない場合
があります。

 問　保健福祉課（☎52－2195）

重複受診はやめましょう
 重複受診とは
・同じ病気で複数の医療機関を受診する
ことです。

 重複受診をすると
　検査や注射、薬の重複により、副作用
で体に負担をあたえてしまう可能性があり
ます。また、初診料や検査料などが重複し、
医療費の増加につながります。
 重複受診を防ぐため
・かかりつけ医をもちましょう。
・専門医の診察が必要な場合は、かかり
つけの医師に相談し、紹介してもらいま
しょう。
☆医療費は、皆さんの保険料でまかなわ
れています。

 問　保健福祉課（☎52－2195）
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　不妊・不育で悩んでいらっしゃる御夫婦等の相談をお受けす
るため、「不妊専門相談会」を開催します。

 料金　無料
 申込期限　11 月25日（金）
＊予約が多かった場合は、相談をお断りすることがありますので、御了承ください。
＊産婦人科医と個別にゆっくりと相談できます。お気軽にお申込みください。

実 施 日内　容

ストレス相談

骨髄バンク
登録

時　間

13：30～15：3011月15日（火）
※毎月第３火曜日

受付 9：00～11：00

予約電話番号

☎29－1525

☎29－1523

11月8日（火）
※毎月第２火曜日

エイズ検査 13：00～16：0011月8・22日（火）
※毎月第２・４火曜日

Ｂ・Ｃ型肝炎検査
HTLV－1 検査

10：00～11：00

☎29－1519

11月22日（火）
※毎月第4火曜日

不妊専門相談会のお知らせ

岩国健康福祉センター（保健所）の
相談会・検査等予定（住所：岩国市三笠町1-1-1）

ひきこもりを考える
フォーラム

 日時　12 月4日（日）
　　　 13 時 30 分～ 16 時（受付 13 時～）
 場所　山口県総合保健会館　多目的ホール
　　　 （山口県山口市吉敷下東三丁目１番１号）
 内容

・報告　山口県におけるひきこもり対策について
・体験発表（ひきこもり家族）
・講演　「ひきこもりと家族～ひきこもり脱出のカギ～」
・講師　斎藤 まさ子氏
　　　  （新潟青陵大学看護学部看護学科教授）
 入場料　無料　
　　　　 ※申込不要、手話通訳・要約筆記あり
 その他　当日別会場（第１研修室）にて
　　　　活動団体やひきこもり関連情報の
　　　　パネル掲示を予定
 問　山口県精神保健福祉センター
　　 （☎0835－27－3480）

いずれも無料でご利用いただけます。予約電話番号まで、ご連絡下さい。
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岩国健康福祉センター
（岩国市三笠町1丁目1番1号）

相談担当医
徳山中央病院 産婦人科医
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さいとう こ
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議
会
内
）

（
☎
52
–
1
6
1
6
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
水
・
金
曜
日
に
8
時
30
分

〜
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場
所
で
行
って
い
ま
す
。

　　
　 

あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

　
　 

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　
　 

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

　
　 

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

　
　 

11
月
17
日
㈭
　
9
時
〜
12
時

　
　 

総
合
コ
ミュニテ
ィ
セ
ン
タ
ー  

１
階
集
会
室

※
ご
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　 

行
政
書
士
　
用
皆
光
康

（
☎
0
9
0
–
3
3
7
5
–
1
1
5
2
）

　
　 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

　
　 

11
月
24
日
㈭
　
9
時
〜
12
時

　
　 

総
合
コ
ミュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

１
階
健
康
相
談
室

　 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

岩
国
市
役
所
前
事
務
所（
☎
22
–
7
7
7
7
）

※
ご
相
談
は
事
前
の
ご
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
毎
月
第
4
週
に
開
催
を
予
定
で
す
。

　
　 

12
月
7
日
㈬
　
9
時
30
分
〜
12
時

　
　 

文
化
会
館
１
階
講
習
室

　
　
　 

人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　 

家
庭
内
で
の
悩
み
事
や
も
め
ご
と
、

相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と
、
金
銭
の
貸
借
、

借
地
借
家
の
問
題
、
近
隣
間
の
も
め
ご
と
な

ど
、
人
権
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　 
保
健
福
祉
課
（
☎
52
–
2
1
9
5
）

　
和
木
町
で
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
で

困
っ
て
い
る
、
発
育
や
発
達
が
気
に
な
る
な
ど
、

お
子
様
の
教
育
上
の
悩
み
に
つい
て
お
応
え
す

る
た
め
に
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
面
接
相
談

を
実
施
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
　 

11
月
10
日
㈭
　
14
時
〜
17
時

　
　 

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　 

幼
児
、
小
、
中
学
生
及
び
そ
の
保
護
者
、

幼
稚
園
・
学
校
関
係
教
職
員

※
前
日
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

（
☎
0
1
2
0
–
81
–
7
8
3
0
）

（
8
時
30
分
〜
16
時
30
分
）

　
ハロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
で
は
、
生
活
保
護
受
給

者
及
び
生
活
困
窮
者
の
方
の
就
職
支
援
の
た

め
、
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
幅
広
く
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
　 

11
月
15
日
㈫
　
13
時
〜
16
時

　
　 

和
木
町
文
化
会
館
　
２
階
商
工
指
導
室

　 

岩
国
公
共
職
業
安
定
所（

☎
21
–
3
2
8
1
）

　
11
月
は
過
重
労
働
解
消
キ
ャ
ンペ
ー
ン
期
間

で
す
。
過
重
な
長
時
間
労
働
を
削
減
し
、
年

次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
な
ど
労
使
の
取
組

み
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

過
重
労
働
解
消
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
　 

11
月
6
日
㈰
　
9
時
〜
17
時

（
☎
0
1
2
0
–
7
9
4
–
7
1
3
）（
無
料
）

　 

山
口
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

（
☎
0
8
3
–
9
9
5
–
0
3
7
0
）

陸
上
自
衛
隊
　
高
等
工
科
学
校
生
徒

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満
の
方

　
　
　
　 
平
成
29
年
1
月
6
日
㈮

第
1
次
試
験
　
平
成
29
年
1
月
21
日
㈯

第
2
次
試
験
　
平
成
29
年
2
月
2
日
㈭
〜
5

日
㈰
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
1
日

　 

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
　
岩
国
地
域

事
務
所
（
岩
国
市
山
手
町
2
丁
目
1
–
8
　

米
沢
ビ
ル
2
階
）　
　
　（
☎
23
–
1
5
8
0
）

　
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
相
談
員
が
、
空

き
家
に
関
す
る
諸
々
の
相
談
に
対
応
い
た
し

ま
す
。

　
　 

11
月
23
日（
水
・
祝
）
13
時
30
分
〜
16
時

　
　 

シ
ン
フ
ォニ
ア
岩
国

　
　
　 

無
料

　第
1
部
　
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

　
司
法
書
士
に
よ
る
空
き
家
に
関
す
る
家
族

信
託
と
成
年
後
見
制
度
セ
ミ
ナ
ー

第
2
部
　
14
時
30
分
〜
16
時

　
個
別
相
談
会
（
一
人
30
分
程
度
、
予
約

不
可
）

※
宅
地
建
物
取
引
士
、
司
法
書
士
、
土
地

家
屋
調
査
士
、
税
理
士
が
対
応
し
ま
す
。

　 （
一
社
）
山
口
県
宅
建
協
会
　
岩
国
支
部

　（
☎
23
–
0
6
2
1
）

山口県最低賃金が
改 正 さ れ ま し た

10 月1日
　パート、アルバイトなどを含めすべ
ての労働者に最低賃金以上の賃金
が支払われなければなりません。
　 厚生労働省山口労働局賃金室
    （☎083‒995‒0372）
問

効力発生日

1時間 753円
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手
づ
く
り
パ
ン
定
期
販
売
の
お
知
ら
せ

　
和
木
町
で
は
町
内
に
お
住
ま
い
の
高
齢
者

の
方
に
対
し
、
敬
老
の
意
を
表
し
、
あ
わ
せ

て
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
に
敬
老
金
を
給
付

し
て
い
ま
す
。

　
各
地
区
の
民
生
委
員
が
敬
老
金
給
付
手
続

き
の
た
め
、
お
宅
へ
伺
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　 

満
75
歳
以
上
の
方
（
昭
和
17
年
3

月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
和
木
町

に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
方

（
平
成
28
年
10
月
〜
平
成
29
年
3
月
分
）　

75
歳
〜
80
歳
未
満
…
1
2
，0
0
0
円

80
歳
以
上
…
1
8
，0
0
0
円

　
　
　
　 

原
則
、
登
録
い
た
だ
い
て
い
る
金

融
機
関
口
座
への
振
込
み

　 

保
健
福
祉
課
（
☎
52
–
2
1
9
5
）

　
赤
い
羽
根
・
歳
末
た
す
け
あ
い
配
分
（
お

見
舞
金
）
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
次
の

基
準
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
期
限
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

·
療
育
手
帳
（
Ａ・Ｂ
）
を
有
す
る
も
の

3
，0
0
0
円

·
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
1
、
2

級
）
を
有
す
る
も
の
　
　  

3
，0
0
0
円

·
身
体
障
害
者
手
帳
（
1
、
2
級
）
を
有

す
る
も
の
　
　
　
　
　
　  

3
，0
0
0
円

·
ひ
と
り
親
世
帯
（
満
18
歳
未
満
の
子
の
い

る
母
子
・
父
子
世
帯
で
、
生
活
保
護
世
帯

　
　 

11
月
9
日
㈬
〜
11
月
15
日
㈫

　『
消
し
ま
し
ょ
う
　
そ
の
火
そ
の
時
　
そ
の

場
所
で
』

　
火
災
の
出
火
原
因
は
、
放
火
が
上
位
を
占

め
て
い
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

·
家
の
周
り
は
整
理
整
頓
し
、
燃
え
や
す
い

も
の
は
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

·
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョン
で
は
、
廊
下
や
階
段

な
ど
の
共
用
部
分
に
物
品
を
置
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る
　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

·
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

·
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ

た
位
置
で
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

·
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、

必
ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

４
つ
の
対
策

·
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

·
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
物
品
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

·
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
火
器
等
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

·
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
ま
も

る
た
め
に
、
隣
り
近
所
の
体
制
を
作
って
お

き
ま
し
ょ
う
。

　 

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部 

予
防
課

（
☎
31
–
0
1
9
6
）

　
を
除
く
）　 

　
　
　
　
　  

3
，0
0
0
円

※
子
が
ひ
と
り
増
す
ご
と
に
　
1
，0
0
0
円

加
算

・
長
期
入
院
者
（
自
宅
療
養
を
含
め
6
ヶ
月

以
上
入
院
し
て
い
る
も
の
）  

3
，0
0
0
円

・
在
宅
で
3
ヶ
月
以
上
寝
た
き
り
状
態
に
あ

る
も
の
　
　
　
　
　
　
　  

3
，0
0
0
円

　
　
　
　 

11
月
15
日
㈫
 

　
　
　
　 

地
区
民
生
委
員
ま
た
は
社
会
福

祉
協
議
会
 

 

 

※
申
請
書
は
、
地
区
民
生
委
員
、
社
会
福
祉

協
議
会
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。 

※
手
帳
を
保
有
し
て
い
る
方
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。 

 

 

　 

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52
–
8
6
4
4
）

　
11
月
14
日
㈪
か
ら
20
日
㈰
ま
で
の
１
週
間

を
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

と
定
め
、
強
化
週
間
中
、
電
話
相
談
の
時
間

を
延
長
し
て
お
り
ま
す
。

　
　 

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
職
場

に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
ま
た

は
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど

平
日
　
　
8
時
30
分
〜
19
時

土
・
日
　
10
時
〜
17
時

　
　
　
　 

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
0
5
7
0
–
0
7
0
–
8
1
0
）

※
通
常
は
平
日
、
8
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

に
電
話
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　 

11
月
30
日
㈬
ま
で

※
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

　
　
　 

被
爆
者
の
方
、
被
爆
二
世
の
方

　
　
　
　 

指
定
さ
れ
た
医
療
機
関

※
詳
し
く
は
、
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
医
療
機
関
に
は
、
予

約
の
要
否
、
時
間
帯
な
ど
を
事
前
に
確
認

の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

被
爆
者
の
方

·
被
爆
者
健
康
手
帳
ま
た
は
健
康
診
断
受
診

者
証

·
健
康
保
険
証

被
爆
二
世
の
方

·
被
爆
二
世
健
康
診
断
記
録
表
を
お
持
ち
の

方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

·
印
鑑

·
健
康
保
険
証

　
　 

原
則
、
自
己
負
担
な
し

　 

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
岩
国
環
境
保

健
所
）
地
域
保
健
班
　 

（
☎
29
–
1
5
2
3
）

（
℻
29
–
1
5
9
4
）

　
ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
は
、
障
が

い
を
持
っ
た
人
の
社
会
的
な
活
動
や
経
済

的
な
自
立
を
促
し
、
障
が
い
者
の
社
会
参

加
を
図
る
た
め
の
施
設
で
す
。

 

日
時  

11
月
9
日
㈬
　
15
時
〜
15
時
30
分

 

場
所  

総
合
福
祉
会
館
１
階
ロ
ビ
ー

手
づ
く
り
焼
き
た
て
パ
ン
の
販
売

支
払
方
法

申
請
期
限

実
施
期
間

実
施
場
所

申
請
場
所

受
付
時
間

電
話
番
号

期
間

内
容

費
用

問 問

平
成
28
年
秋
季
全
国

火
災
予
防
運
動
時
期

被
爆
者
・
被
爆
二
世

定
期
健
康
診
断（
下
期
）

全

国

一

斉

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強
化
週
間
の
お
知
ら
せ

敬
老
金
の
給
付
手
続
き
の
た
め

民
生
委
員
が
お
伺
い
し
ま
す

全
国
統
一
標
語

対
象
者

支
給
額

対
象
者

持
参
品

問年
末
お
見
舞
金
の
申
請
は
お
早
め
に

問

問
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第
35
回
熊
毛
近
郊
友
好

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

平

成

２８

年

度

和
木
町
近
郊
秋
季

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
開
催

対
象
者

参
加
申
込
及
び
参
加
料
振
込
期
限

　
　 

10
月
10
日

　
　 

大
和
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　 

優
勝
　
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

　
　 

12
月
11
日
㈰
　
9
時
30
分
〜

　
　 

体
育
セ
ン
タ
ー

　
　 

和
木
町
体
育
協
会

　
男
子
　
Ａ
級
複
・Ｂ
級
複
・Ｃ
級
複

　
女
子
　
Ａ
級
複
・Ｂ
級
複
・Ｃ
級
複

　
　
　 

一
般
　
　
1
，3
0
0
円
／
人
　
　

　
　
　 

高
校
生
　
1
，0
0
0
円
／
人

　
　
　 

中
学
生
　
7
0
0
円
／
人

　11
月
30
日
㈬
　
必
着

　
体
育
セ
ン
タ
ー
に
用
意
し
て
い
る
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

　 

体
育
協
会
事
務
局
（
体
育
セ
ン
タ
ー
内
）

　 
（
☎
52
–
2
8
1
1
）

（
℻
52
–
9
1
4
9
）

 申込先  バドミントン教室
 期間  12 月 10日㈯～平成 29 年 3 月 4日㈯
 　　  ※土曜日に開催します。
 時間  9 時 30 分～ 11 時 30 分
 定員  20 名
 保険料  高校生・一般　1,900 円
 　　　  中学生以下　　  850 円
 対象者  小学３年生以上の初心者、初級者でうまくなりたい、頑張って試合に出たい。
　　　　そのためには厳しい練習であっても頑張る意志のある方。
 申込期限  11 月30日㈬
 申・問  体育センター（☎52‒2811）
※スポーツ傷害保険に加入していただきます。保険料は、申込書提出時に一緒にお支払いください。ただし、前期

の教室を受講し、保険加入済の方は必要ありません。保険料については、受講申込書受付後の返却はいたしま
せん。

※教材費は、開講後に、別途、徴収いたします。
※用具などは、各自でご用意ください。
※日程などは、都合により変更または中止となることがありますのでご了承下さい。

ス

ポ
ー
ツ

期
日

主
催

期
日

会
場

結
果

場
所

種
目

ソフトボール部

平成28年度 和木町スポーツ教室後期
バドミントン教室受講生募集！

問
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展
示
会

　会
場  

和
木
美
術
館（
ア
ー
ト
ウ
イ
ン
グ
）

　展
示
時
間  

10
時
〜
17
時（
日
曜
日
は
16
時
ま
で
）

○
11
月
3
日
㈭
〜
6
日
㈰

　
和
木
絵
画
ク
ラ
ブ

　
子
供
絵
画
教
室

○
11
月
10
日
㈭
〜
13
日
㈰

　
洋
裁

　
機
械
あ
み
教
室

　
和
木
の
里
　
愛
石
会

☆
特
別
出
展

　
11
月
3
日
㈭
〜
6
日
㈰

　《
絵
画
》三
分
一
貴
司・島
﨑
こ
ず
え・灘
本
美

智
子・島
崎
陽
子

　《
陶
芸
》宮
本
健
吾

芸
能
祭

　日
時  

11
月
6
日
㈰

　式
典  

12
時
30
分
〜

　芸
能
祭  

13
時
〜

　会
場  

和
木
町
文
化
会
館

　出
演
団
体  （
出
演
順
）

○
童
謡・唱
歌
を
歌
う
会
“赤
と
ん
ぼ
”

○
はっ
ち
弦
楽
合
奏
団

○
ナ
メ
ア 

フ
ラ 

オ 

イ
カ
ラ
’
イ

○
和
木
社
交
ダ
ン
ス
同
好
会

○
和
木
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

○
不
二
心
流
吟
道
会

○
民
謡
か
お
り
会

○
和
木
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

○
関
ヶ
浜
分
館
ひ
ま
わ
り

○
邦
楽
　
桃
の
会

ＲOCK LIVE
Band Meeting in WAKI

vol.20

ＲOCK LIVE
Band Meeting in WAKI

vol.20

ＲOCK LIVE
Band Meeting in WAKI

vol.20

ＲOCK LIVE
Band Meeting in WAKI

vol.20

ＲOCK LIVE
Band Meeting in WAKI

vol.20
　
 日時  12月3日（土）　18時～20時30分
 会場  文化会館ホール（入場無料）
 出演バンド  
・Hangovers
・Retires　　　他
各バンドからのお楽しみプレゼント＆デジ
タルオーディオプレーヤーも当たる！！

ＲOCK LIVE
Band Meeting in WAKI

vol.20

ＲOCK LIVE
Band Meeting in WAKI

vol.20

ＲOCK LIVE
Band Meeting in WAKI

vol.20

ＲOCK LIVE
Band Meeting in WAKI

vol.20

ＲOCK LIVE
Band Meeting in WAKI

vol.20

和
木
町
文
化
祭

緑
の
風
薫
る 

文
化
の
ま
ち 

和
木
町

○
日
本
舞
踊（
藤
間
流
）

○
レ
イ
フ
ラ
ワ
ー
和
木

○
和
木
ル
ン
ル
ン
ク
ラ
ブ

○
和
木
公
民
館
民
踊
部

○
四
境
太
鼓

○
ナ
ニ・モハラ

○
馨
風
流
吟
剣
詩
舞
道

○
民
踊
す
み
れ
会

○
大
正
琴（
琴
伝
流
）

○
ハ
ー
モ
ニ
ー
Ｃ
Ｏ
Ｏ

パ
ン
フ
ル
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト

　
エ
イ
ケ
ン
ト
リ
オ
　
15
時
30
分
予
定

　出
演
者  

·
田
中
洋
太（
作
曲・ピ
ア
ノ
）

·
岩
田
英
憲（
パ
ン
フ
ル
ー
ト
）

·
松
本
真
昭（
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
）

　主
催  
和
木
町
文
化
協
会

　後
援  

和
木
町・和
木
町
教
育
委
員
会

　問  

和
木
町
文
化
協
会（
総
合
コ
ミュニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
内
））（
☎
52
–
2
1
9
1
）

え
い
け
ん

よ
う 

た

ま
さ
あ
き
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和
木
駐
在
所
だ
よ
り

夏
盛
り
マ
ニ
キ
ュ
ア
塗
っ
て
紅
つ
け
て

見
せ
た
い
青
色
手
作
り
ワ
ン
ピ
 

 

井
口
美
智
子

　ホ
テ
ル
に
て
孫
子
と
食
す
晩
餐
に

満
天
の
星
ほ
ほ
え
み
か
け
る
  

 

村
上
　
敏
子

部
活
に
て
槍
投
げ
す
る
と
言
う
も
も
香

放
た
れ
し
槍
舞
う
の
か
空
へ
  

 

向
田
登
美
子

　庭
に
咲
く
曼
珠
沙
華
は
秋
風
に

空
は
清
し
く
な
や
み
溶
け
ゆ
く
 

 

森
本  

初
子

　洗
面
所
に
六
十
六
歳
の
母
を
見
る

歩
行
器
つ
い
て
に
っ
こ
り
笑
う
 

 

横
川
美
代
子

　車
窓
よ
り
見
渡
す
ビ
ル
の
一
群
に

西
日
射
し
た
り
大
和
郡
山
　
 

 

灰
岡
　
裕
美

　終
戦
の
記
憶
の
ひ
と
つ
亡
き
母
と

糠
い
り
作
り
し
だ
ん
ご
の
お
や
つ
 

 

藤
上
　
紀
子

和 

木 

俳 

句 

教 

室
（
10
月
句
会
）

◇
指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に

　ご
協
力
を
！

　
平
成
28
年
8
月
末
現
在
で
、
全
国
の

警
察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
者
は
、

凶
悪
事
件
な
ど
で
特
に
警
察
庁
が
指
定

し
て
い
る
重
要
指
名
手
配
被
疑
者
を
は
じ

め
と
し
て
約
7
3
0
人
に
上
って
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
被
疑
者
は
、
殺
人
、
強
盗

事
件
な
ど
の
凶
悪
事
件
の
ほ
か
、
暴
行
、

傷
害
、
窃
盗
、
詐
欺
、
横
領
な
ど
の
事

件
に
関
し
て
指
名
手
配
さ
れ
て
お
り
、

再
び
犯
行
を
行
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
警
察
で
は
、
特
に
重
大
な
犯
罪
の
被

疑
者
を
選
定
し
た
上
で
、
11
月
中
に
全

国
警
察
の
総
力
を
挙
げ
て
追
跡
調
査
を

行
う
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
被
疑
者
の
早
期

検
挙
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見
に
向

け
た
捜
査
活
動
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
が
是
非
と
も
必
要
で
す
。

　
指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人
を

見
か
け
た
と
いっ
た
情
報
な
ど
、
ど
ん
な

わ
ず
か
な
こ
と
で
も
結

構
で
す
の
で
、
警
察
に

通
報
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

【
相
談
】

　
最
近
、
高
齢
者
が
通
信
端
末
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、
ト
ラ

ブ
ル
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
と

聞
く
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意

し
た
ら
よ
い
か
。

【
処
理
】

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
中
、
身

に
覚
え
の
な
い
請
求
を
さ
れ
た
場
合

は
、あ
わ
て
て
支
払
って
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
通
信
販
売
に
は
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
業
者

が
定
め
て
い
る
返
品
の
可
否
に
つ
い
て

の
特
約
に
従
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

契
約
内
容
や
返
品
・
解
約
ル
ー
ル
に

つ
い
て
し
っ
か
り
確
認
し
て
か
ら
申
し

込
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
か
ら
の
架
空
請

求
や
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
販
に
関
す
る
高
齢
者
か
ら

の
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

の
通
信
端
末
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
て
ト
ラ
ブ
ル

に
な
っ
た
り
、
ト
ラ
ブ
ル
を
自
ら
解

決
し
よ
う
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
調
べ
て
二
次
被
害
に
遭
っ
た
り
す

る
な
ど
、
積
極
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
最
近
は
、
お
試
し
の
つ
も
り
が
定

期
購
入
に
な
っ
て
い
た
と
いっ
た
ト
ラ

ブ
ル
も
み
ら
れ
ま
す
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課

（
☎
52
–
２
１
３
６
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
３
–
９
２
４
–
２
４
２
１
）

瑠
璃
色
の
周
防
の
海
や
秋
つ
ば
め
 
 

浜
田
千
代
美

ふ
っ
く
ら
と
豆
炊
き
に
け
り
野
分
の
あ
と
 

小
川
　
誉
子

赤
と
ん
ぼ
池
の
水
面
を
叩
き
飛
ぶ
 
 

灰
岡
美
穂
子

空
の
青
日
差
し
背
負
ひ
て
さ
さ
げ
摘
む
 

平
岡
　
菊
江

そ
よ
ぎ
葉
や
柿
の
さ
や
か
に
色
づ
き
ぬ
 

山
重
　
杵
子

晴
天
や
鰡
の
跳
び
し
か
水
の
音
 

 

与
三
本
愛
子

和  

木  

短  

歌  

会

消費者生活相談
だより

インターネット等も利用する
活動的なシニアのトラブルが増加

Vol.136

つ

ろ
く
じ
ゅ
う
ろ
く

こ
お
り
や
ま
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わき  Ｎｅｔわき  Ｎｅｔ

【最優秀賞】 福田 菜優（中３）

【優秀賞】 森脇 雲奏唄（小４）

【入選】 小田 一晟（中1）

【入選】 岡 鉄生（小１）

　「ごみ減量化・リサイクル・環境美化・地球温暖化対策啓発ポスター及び標語」を募集したところ、ポスター９１作品、標語
１６作品の応募がありました。
審査結果は次のとおりです。たくさんのご応募ありがとうございました。また入選した作品は、図書館に１２月に展示する予定です。

　和木町快適環境まちづくり町民会議では、家庭でできる身近な地
球温暖化対策の一環として「和木町緑のカーテンコンテスト」を実
施し、審査を町民会議委員の皆さんで行いました。入賞者は次の
方々です。おめでとうございます。
　応募していただきました皆さん、どうもありがとうございました。来
夏以降もぜひカーテンづくりを続け、「家庭でできる身近な地球温暖
化対策」を推進していただきますよう、よろしくお願いします。

【最優秀賞】  米元 勝 さん（和木 1 丁目）

【優  秀  賞】  由川 はつみ さん（瀬田 3 丁目）

　　　　　　 村本 正治 さん（和木 4 丁目）

【最優秀賞】  ごみ出しは　水切り　分別　きっちりと　クリーンな町に   村上 敏子（一般）

【優  秀  賞】  私たちにできること　ゴミにする前、考えよう『分別・削減・リサイクル』 山本 京子（一般）

【入　　 選】  何事も　見本になろう　大人達     髙﨑 渉　 （一般）

【入　　 選】  少しでも　捨てない気持ちで　使おうね     髙﨑 渉　 （一般）

【入　　 選】  ポイ捨ては　知らぬ誰かが　拾ってる     髙﨑 翔子（一般）

環境美化啓発ポスター・標語応募作品 審査結果

和木町緑のカーテンコンテストの結果のお知らせ

標　語標　語

ポスターポスター

（敬称略）

米元 勝さんの作品
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和木町消防団員募集中！

平成29年版山口県民手帳
予約受付中

0 100 2000100200

和木町の人口ピラミッド平成28年10月1日現在
総人口　6,514人（－23人）
世帯数　2,811世帯（－13）
和木町の面積　10.58㎢

（）内は前月比

女　3,303人（－11人）男　3,211人（－12人）

　火災をはじめとする様々な災害時において、消防団の役割
は特に大きく、地域防災の中核としてその活躍が期待されて
います。Ｈ２６年８月の豪雨災害では、危険箇所の見回り、物
資の搬送、土砂・汚泥の除去など、献身的な活動を行いました。
地域と住民の皆さんを災害から守るためには、皆さんの消防
団への参加が不可欠です。地域を愛する多くの方々の、消
防団への参加をお待ちしています。

 入団の条件
◎和木町に居住し、年齢が１８歳以上の方（男女は問いませ
ん。）
◎心身ともに健康な方

 消防団員の処遇
◎年間一定額の報酬額が支給されるとともに、災害や訓練な
どに出動した場合に手当が支給されます。また５年以上勤
務し退団した場合には退職報奨金が支給されます。
◎公務災害補償（消防団活動中、負傷にあった場合の補償
制度があります。）
◎被服の貸与（消防団活動に必要な制服などが貸与されま
す。）
◎表彰制度（職務にあたって功労、功績があった場合は表
彰されます。）

 問　企画総務課　消防係（☎５２－２１３６）

　この手帳には、日記帳、観光ガイド、また統
計資料編を設け、山口県の人口・産業・社会・
文化など各分野の基本的な統計データを収
録しています。
　持ち歩ける情報源として、執務や学習、日
常生活などに、ぜひご利用ください。
 発行　11月中旬
 サイズ　縦14cm×横８cm
 表紙　ビニールシート製(黒色)
 主な内容　
山口県行政区画図、七曜表、略暦表・満年
齢早見表、日記帳、統計資料編、名簿編、生
活編、山口県観光図など
 販売価格　550円（税込）
※手帳の引き渡し時に徴収します。
 申・問　企画総務課（☎52－２１３６）

100以上
95-99
90-94
85-89
80-84
75-79
70-74
65-69
60-64
55-59
50-54
45-49
40-44
35-39
30-34
25-29
20-24
15-19
10-14
5-9
0-4

（人）

2
 29
  54
    　　120
      　　167
      　　　174
       　186
        　　 219
        201
        180
     　　143
         204
           232
          206
         226
     　　 144
     　　142
     　　143
      　161
        200
      　　 170

2
9 

22  
64  　　 

99      
141      
142       

231         　　 
243            

153      　  
138     　　　

214         
210        　　　
214         

219           
208        　　  

185       　　  
195          

167        
159      　　  

196        　 

今月の納税
上下水道使用料 ………………… ９・１０月分
町営住宅使用料 …………………… １１月分
国民健康保険料 ……………………… ５期分
介護保険料 …………………………… ５期分
後期高齢者医療保険料 ……………… ５期分

　町税などの納税は便利な口座振替をご利用く
ださい。
※納期限は１１月３０日㈬です。
　　税務課（☎52‒２１９３）問


